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二
0
0
五
年
十
二
月
二
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
、
台
湾
・
国
立

政
治
大
学
の
行
政
大
楼
を
会
場
に
「
出
土
簡
吊
文
猷
典
古
代
学
術

國
際
研
討
會
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
主
催

は
、
政
治
大
学
中
国
文
学
系
・
中
央
研
究
院
文
哲
研
究
所
・
簡
吊

資
料
文
哲
研
読
会
の
三
者
で
、
そ
の
中
で
も
中
心
的
役
割
を
果
た

し
た
の
は
、
簡
吊
資
料
文
哲
研
読
会
で
あ
る
。
同
会
は
、
過
去
三

年
間
に
わ
た
り
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
を
中
心
と
す
る
多
数
の
出

土
資
料
の
読
解
・
検
討
を
精
力
的
に
進
め
、
ま
た
中
国
・
日
本
な

ど
と
の
國
際
的
な
学
術
交
流
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
そ
の
簡
吊
資
料
文
哲
研
読
会
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
、
招
待
さ
れ
た
中
国
・
日
本
の
研
究
者
と
合
わ
せ

て
三
十
名
が
十
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

発
表
者
の
氏
名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
題
目
、
及
び
司
会
者
は
、
下
記
の

通
り
で
あ
る
。

中
国
研
究
集
刊
蕗
号
（
総
四
十
号
）
平
成
十
八
年
六
月
六
七
ー
七
一
頁

〇
十
二
月
二
日

•
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
者
二
土
文
顔
（
政
治
大
学
）

謝
君
直
（
南
華
大
学
）
「
郭
店
楚
簡
〈
窮
達
以
時
〉
所
蘊
含
的
義

命
問
題
」

楊
晉
龍
（
中
研
院
文
哲
所
）
「
《
五
行
篇
》
的
研
究
輿
其
引
用
《
詩

紐
》
文
本
述
論
」

高
莉
芥
（
政
治
大
学
）
「
神
聖
的
秩
序
こ
楚
吊
書
甲
篇
奥
創
世
神

話」

•
第
ニ
セ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
者
二
周
鳳
五
（
台
湾
大
学
）

邸
徳
修
（
静
宜
大
学
）
「
《
上
博
》
（
四
）
〈
楚
昭
王
毀
室
〉
簡
「
判
133

条
之
」
」

朱
淵
清
（
上
海
大
学
）
「
《
穆
天
子
偲
》
的
古
本
薔
注
」

陳
剣
（
復
旦
大
学
）
「
上
博
竹
書
《
周
易
》
異
文
選
繹
（
六
則
）
」

•
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
者
ニ
葉
國
良
（
台
湾
大
学
）

「
出
土
簡
吊
文
獣
奥
古
代
学
術
國
際
研
討
會
」

参
加
記

竹

田

健
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林
素
清
（
中
研
院
史
語
所
）
「
上
博
四
《
内
證
》
篇
重
探
」

王
志
楯
（
政
治
大
学
）
「
従
物
理
学
到
形
上
学
ー
導
引
術
典
荘
子

思
想
」

林
義
正
（
台
湾
大
学
）
「
論
〈
恒
先
〉
的
宇
宙
思
維
ー
基
於
内
観

功
夫
的
男
一
個
詮
秤
」

•
第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
者
言
杯
義
正
（
台
湾
大
学
）

郭
梨
華
（
東
呉
大
学
）
「
〈
亙
先
〉
典
戦
國
道
家
哲
学
論
題
探
究
」

佐
藤
将
之
（
台
湾
大
学
）
「
無
「
忠
信
」
的
國
家
不
能
生
存
ー
春

秋
戦
國
時
代
早
期
「
忠
」
和
「
忠
信
」
概
念
的
意
義
」

末
永
高
康
（
鹿
兒
島
大
学
）
「
楚
簡
中
所
見
性
説
ー
以
《
性
自
命

出
》
為
中
心
」

•
第
五
セ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
者
」
簡
宗
梧
（
逢
甲
大
学
）

張
光
裕
（
香
港
中
文
大
学
）
「
従
簡
吊
所
見
「
然
句
」
看
「
句
」
、

「
后
」
、
「
後
」
諸
字
的
闊
係
」

哀
國
華
（
中
研
院
史
語
所
）
「
《
上
博
楚
竹
書
四
•
昭
王
毀
室
》

字
詞
考
繹
」

大
西
克
也
（
東
京
大
学
）
「
戦
國
楚
系
文
字
中
的
雨
種
「
告
」

ー
兼
繹
上
博
楚
簡
《
容
成
氏
》
的
「
三
偕
」
」

〇
十
二
月
三
日

•
第
六
セ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
者
口
曾
春
海
（
政
治
大
学
）

林
明
照
（
國
科
會
人
文
学
研
究
中
心
）
「
論
〈
恒
先
〉
有
無
闊
係

的
哲
学
意
涵
」

洪
燕
梅
（
政
治
大
学
）
「
論
《
睡
虎
地
秦
簡
》
之
法
律
現
象
ー
以

長
幼
闊
係
為
例
」

林
啓
屏
（
政
治
大
学
）
「
中
國
古
代
学
術
史
上
的
闊
鍵
事
件
及
其

意
義
ー
以
「
秦
火
焚
書
」
為
討
論
的
起
黙
」

•
第
七
セ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
者
五
朴
慶
彰
（
中
研
院
文
哲
所
）

林
素
英
（
台
湾
師
範
大
学
）
「
従
〈
詩
論
〉
探
究
〈
鄭
風
〉
之
證

教
思
想
」

林
碧
玲
（
華
梵
大
学
）
「
《
上
博
四
・
逸
詩
・
交
交
鳴
鷲
》
研
究
」

谷
中
信
一
（
日
本
女
子
大
学
）
「
闊
於
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
《
晏
子
》

資
料
債
値
的
探
討
ー
従
出
土
文
猷
看
傭
世
文
献
」

•
第
八
セ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
者
」
陳
麗
桂
（
台
湾
師
範
大
学
）

季
旭
昇
（
南
台
科
技
大
学
）
「
《
上
博
三
・
仲
弓
》
編
聯
語
謬
」

陳
偉
（
武
漢
大
学
）
「
上
博
楚
竹
書
〈
仲
弓
〉
「
季
桓
子
」
章

集
輝
」

近
藤
浩
之
（
北
海
道
大
学
）
「
用
簡
吊
文
猷
束
新
解
繹
的
可
能
性

_
《
孟
子
・
萬
章
下
》
「
其
至
爾
力
也
，
其
中
非
爾
力
也
」

的
解
繹
」

•
第
九
セ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
者
ニ
重
金
裕
（
政
治
大
学
）

陳
麗
桂
（
台
湾
師
範
大
学
）
「
近
年
出
土
簡
吊
文
献
看
戦
國
楚
道

家
的
道
論
及
其
相
闊
問
題
ー
以
吊
書
〈
道
原
〉
、
〈
太
一
生
水
〉

奥
〈
亙
先
〉
為
核
心
」
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蒋
秋
華
（
中
研
院
文
哲
所
）

「従
上
博
筋
《
容
成
氏
》
之
「
四
海
」

談
起
」

丁
四
新
（
武
漢
大
学
）
「
楚
簡
《
容
成
氏
》
「
輝
譲
j

観
念
論
析
」

•
第
十
セ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
者

i
林
啓
屏
（
政
治
大
学
）

福
田
哲
之
（
島
根
大
学
）
「
上
博
楚
簡
《
内
證
》
的
文
猷
性
格
ー

以
興
《
大
戴
證
記
・
曾
子
立
孝
篇
・
曾
子
事
父
母
篇
》
之
比

較
為
中
心
」

菅
本
大
二
（
梅
花
女
子
大
学
）
「
郭
店
楚
筋
《
尊
徳
義
》
中
的
穏

治
思
想
ー
以
荀
子
的
證
治
思
想
比
較
為
中
心
」

竹
田
健
二
（
島
根
大
学
）
「
《
曹
沫
之
陳
》
中
的
竹
簡
綴
合
輿
契

ロ」

発
表
の
多
く
は
、
や
は
り
近
年
中
国
古
代
研
究
に
大
き
な
衝
撃

を
与
え
て
い
る
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
筋
に
関
す
る
も
の
だ
っ

た
（
注
l
)

。
発
表
者
の
持
ち
時
間
は
十
五
分
、
し
か
も
質
疑
応
答
は
、

各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
三
人
の
発
表
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
後
で
ま
と
め

て
行
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
個
々
の
発
表
に
つ
い
て
の
会
場
に
お

け
る
意
見
交
換
は
、
さ
ほ
ど
十
分
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
台
湾
・
中
国
・
日
本
の
出
土
文
献
研
究
者
が
、
一
堂

に
会
し
て
そ
れ
ぞ
れ
最
新
の
研
究
成
果
を
発
表
し
た
こ
と
、
そ
し

て
会
場
の
外
に
お
い
て
も
様
々
な
形
で
交
流
を
深
め
た
こ
と
は
、

極
め
て
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
今
後
も
こ
う
し
た
国
際
的
な
取
り

第 10セッションの模様
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組
み
が
積
極
的
に
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
戦
国
楚
簡
研
究
は
一
層
大

き
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
開
催
に
関
わ
っ
た

関
係
者
各
位
に
、
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
際
、
『
上

海
博
物
館
蔵
戦
國
楚
竹
書
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
の
刊
行
に
関
す

る
情
報
を
、
中
国
の
研
究
者
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
―
つ
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
國
楚
竹
書
』
第
五
分
冊
刊
行

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
訪
台
直
前
、
武
漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
注
2
)
上
に
、
第
五
分
冊
が
一
月
上
旬
に
刊
行
さ

れ
る
と
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
（
注
3
)
。
そ
こ
で
懇
親
会
の
際
、
復

旦
大
学
の
陳
剣
氏
や
上
海
大
学
の
朱
淵
清
氏
に
、
こ
の
情
報
は
確

か
か
ど
う
か
尋
ね
た
所
、
二
人
と
も
間
違
い
な
い
と
即
答
さ
れ
た
。

周
知
の
通
り
、
一
昨
年
の
九
月
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
國
楚
竹
書
』

の
主
編
者
で
あ
る
馬
承
源
氏
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。
氏
の
没

後
、
同
書
の
刊
行
が
順
調
に
継
続
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
、
筆
者
は

若
干
の
不
安
を
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
得
ら
れ
た
情
報
に
加
え
て
、
陳
氏
と
朱
氏
か
ら
力
強
い
言
葉

を
お
聞
き
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
う
し
た
不
安
は
払
拭
さ
れ
た
。

も
っ
と
も
、
筆
者
が
実
際
に
第
五
分
冊
を
入
手
し
た
の
は
、
ニ

月
末
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
（
注
4
)
。
し
か
も
そ
の
時
点
で
、
第

五
分
冊
中
の
文
献
に
関
す
る
中
国
や
台
湾
の
研
究
者
の
論
文
が
、

武
漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
簡
吊
研
究
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
注
5
)

に
は
、
既
に
複
数
発
表
さ
れ
て
い
た
。
特
に

武
漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
三
月
上
旬
に

か
け
て
、
一
日
に
数
本
ま
と
め
て
発
表
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
札
記
の
類
で
あ
る
と
は
い
え
、
今
の
と
こ
ろ
第

五
分
冊
に
関
す
る
研
究
は
、
中
国
・
台
湾
が
先
行
し
て
い
る
と
い

え
る
。
新
出
土
資
料
に
関
し
て
、
公
開
直
後
に
こ
う
し
た
現
象
が

起
き
る
こ
と
は
、
今
後
も
避
け
ら
れ
ま
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
得
ら
れ
た
も
う
―
つ
の
情
報
は
、
当
初
六
冊

と
報
じ
ら
れ
て
い
た
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
國
楚
竹
書
』
の
刊
行
が
、

八
冊
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
朱
淵
清
氏
か
ら

お
聞
き
し
た
。

上
博
楚
簡
に
は
、
完
簡
•
残
簡
合
わ
せ
て
合
計
―
二

0
0
本
余

り
も
の
竹
簡
が
存
在
す
る
と
さ
れ
る
（
注
6
)
。
こ
の
内
、
第
四
分
冊

ま
で
で
公
開
さ
れ
た
完
簡
•
残
簡
は
四
四
四
本
（
注
7
)
、
第
五
分
冊

に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
約
百
二
十
本
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
上

海
博
物
館
蔵
戦
國
楚
竹
書
』
の
刊
行
が
六
冊
で
終
わ
っ
た
場
合
、

上
博
楚
簡
の
公
開
は
半
数
程
度
に
止
ま
る
こ
と
に
な
る
。
八
冊
刊

行
さ
れ
る
な
ら
ば
、
約
三
分
の
二
程
度
ま
で
公
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
そ
れ
で
も
全
体
の
公
開
に
は
遠
く
及
ば
な
い
が
、
少
し

で
も
公
開
が
進
む
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

で
あ
り
、
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
の
出
土
は
、
わ
ず
か
十
年
余
り
前
の
こ

(70) 



と
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
・
台
湾
・
日
本
な
ど
で
精
力
的
に
研

究
が
行
わ
れ
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
に
も
既
に
大
き
な
成
果
を
上
げ

て
き
て
い
る
。
進
ん
で
新
し
い
情
報
を
求
め
な
け
れ
ば
、
研
究
の

最
先
端
か
ら
脱
落
し
て
し
ま
う
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

し
、
改
め
て
そ
う
感
じ
た
。

(
1
)

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
発
表
の
内
、
中
国
思
想
研
究
に
関
わ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
南
湖
塔
桂
「
II

出
土
簡
吊
文
献
奥
古
代
学
術
國

際
研
討
會
II

思
想
研
究
論
文
」
（
武
漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
二

0
0
五
年
十
二
月
十
一
日
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
 h
t
t
p
:
/
/
w
言
.
b
s
m
.
 o
r
g
.
 e
n
/
 

(
3
)
秦
志
華
「
《
上
海
博
物
館
蔵
戦
國
楚
竹
書
》
（
五
）
出
版
」
（
武
漢
大

学
簡
吊
研
究
中
心
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
二

0
0
五
年
十
一
月
二
十
四
日
）
。

(
4
)
第
五
分
冊
の
奥
付
に
よ
れ
ば
、
刊
行
は
二

0
0
五
年
十
二
月
で
あ

る。

(
5
)
 h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
a
n
b
o
.
o
r
g
/
 

(
6
)
一
九
九
九
年
一
月
五
日
付
け
「
文
雁
報
」
の
記
事
、
及
び
馬
承
源

「
前
言
：
戦
國
楚
竹
書
的
骰
現
保
護
和
整
理
」
（
『
上
海
博
物
館
蔵
戦

國
楚
竹
書
（
一
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
一
年
一
月
）
所

収
）
参
照
。

注

(
7
)

第
一
分
冊
―
―
二
本
、
第
二
分
冊
一

0
一
本
、
第
三
分
冊
一
〇
七

本
、
第
四
分
冊
―
二
四
本
。
「
「
上
博
楚
簡
」
解
題
—
『
上
海
博
物
館

蔵
戦
國
楚
竹
書
』
（
三
）
（
四
）
所
収
文
献
」
（
『
戦
国
楚
簡
研
究
二

O

0
五
』
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
38
号
〉
、
二

0
0
五
年

―
二
月
）
所
収
）
中
の
福
田
哲
之
「
上
海
楚
簡
形
制
一
覧
表
」
に
よ

る。

(71) 


